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研究成果の概要（和文）：　本研究では，既に文書形式で記録として存在している利用者の検索システムを用いた手順
を活用した利用者の検索行動の補助機構の提案を行った．具体的には，需要の多い質問に対してあらかじめ必要な資料
を準備・作成し，文書として保存されたものから利用者の情報行為を抽出，知識ベース化することで，利用者の情報要
求に対し，どのような過程を経て，情報の発見に至ったかを示すことができるようになる．
　最も意義があった研究成果は，文書に記録として残されている検索行動から情報行為を抽出する際は，階層的な係り
受け解析を行うことでトピック推定を正確に行うことができるようになり，抽出される行為の正確性が向上した点であ
る．

研究成果の概要（英文）：In this research, we propose a method for suggesting information seeking behavior 
to search engine users using Collaborative Reference Database operated by National Diet Library (NDL). 
The reason why we do not utilize access log of search engines is that Collaborative Reference Database 
includes IT specialist's searching procedures to get useful information, so that it is useful for the 
search engine users to show them, we think. As a result, the search engine users can learn how to access 
such the useful information to emulate the capabilities of the IT specialist without their knowledge.
 One of the most impressive research outcome is our novel dependency parsing method based on hierarchical 
structure of Japanese Language. It can help to precisely extract information seeking behaviors from 
Collaborative Reference Database compared with conventional approaches.

研究分野： 情報検索
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１． 研究開始当初の背景 
World Wide Web (WWW) の発展は社会に

爆発的な量のデータを提供しており，情報化
社会において必要不可欠な存在となってい
る．WWW 上にデータ量が増えれば増えるほ
ど，社会にとって必要な情報を効果的に検索
することが困難となるため，通常はそうした
情報を効率よく検索するために Google や
Yahoo! といった検索エンジンを利用するこ
とになる． 
こうした利用者の要求に応えるべく，検索

エンジンを支える要素技術も年々変化を見
せている．例えば，検索エンジンの検索結果
には，利用者の情報要求に合致した Web 文
書であることが認識し易いように要約文の
一種であるスニペットが含まれているが，利
用者の検索傾向を把握し良質なスニペット
を生成するための研究は既に始まっている．
また他にも，情報技術を使い慣れていない利
用者のために，検索システムへアクセスした
時間，アクセス元 IP アドレス，アクセス先
URL，検索キーワードといった検索システム
に蓄えられるアクセスログを用いて，利用者
が入力した検索キーワードに対して自動的
に検索質問拡張を行ったり，関連語を利用し
た新しい質問を提示したりする研究も行わ
れている． 
しかしながら，これらの研究はすべて利用

者の念頭にある検索要求に対して，容易にキ
ーワードを思いつくような利用者を対象と
しており，検索要求をキーワードに具現化で
きない利用者を対象としてこなかったとい
う根本的な問題が残されている． 
 
２． 研究の目的 
 本研究の目的は，前述した問題に対し，検
索システムの検索行動補助機構を実装する
際にこれまで多くの研究者が取り組んでき
た検索システムのアクセスログを用いるの
ではなく，レファレンス記録と呼ばれる需要
の多い質問に対してあらかじめ人が必要な
資料を準備・作成し，記録として保存された
データを解析することで，利用者が抱えてい
る情報要求に対し，どのような過程を経て情
報の発見に至ったかを示す検索システムの
検索行動補助機構を提案することにある． 
この補助機構は，検索初心者にありがちな

「何から検索してよいのかわからない」とい
った状況を回避することを目的としており，
この補助機構を使い続けることで，検索初心
者はどのような過程を経て未知の情報に到
達すればよいのかその指針を理解すること
ができるようになる．その結果，最終的には
提案する補助機構により，情報弱者を生む一
つの原因となっている情報技術を活用でき
ない状態の利用者を減少させることにつな
げることを目的としている． 
 
３． 研究の方法 
 本研究の斬新性は，検索システムの検索行

動補助機構を実装する際に，これまで多くの
研究者が取り組んできた検索システムのア
クセスログを用いるのではなく，レファレン
ス記録を用いる点にある． 
レファレンス記録とは，需要の多い質問に

対してあらかじめ必要な資料を人が準備・作
成し，その使用履歴等を記録として保存され
ているものを指し，主に図書館において利用
者が学習・研究・調査を目的として必要な情
報・資料などを求めた際に利活用されるもの
である．つまり，レファレンス記録そのもの
を人の知識と考えることができ，この知識を
利活用することこそが本研究の斬新性に他
ならない． 
そもそも情報と知識は互いに関連語では

あるが，前者が利用者に対して何らかの影響
を与えているものを指しているのに対し，後
者はデータや情報を体系的にまとめ将来の
判断や思考に活用できるものを指している．
そういう意味で，これまでの研究で盛んに行
われてきた研究における検索システムのア
クセスログ利用は，その利用者にとっての情
報を活用しようとした研究と言え，知識を活
用しようとしている本研究とは内容が大き
く異なる． 
またいわゆる「情報ピラミッド」に示され

ているように，知恵が物事の理を悟り適切に
処理する能力であると考えると，人間は知恵
を利用してデータや情報などから知識を獲
得している．これはつまり，知恵や知識がな
ければデータや情報を活用できないことを
示唆しており，特に研究目的で述べた念頭に
ある検索要求をキーワードに具現化できな
いような利用者に対しては，検索行動の初期
段階のうちは利用者に影響を与えている可
能性がある情報を検索させる行為を補助す
るよりは，知識自体を提示して利用者にそれ
を模倣させるほうが「何をしてよいのかわか
らない」という検索初心者にとっては有益で 
あることを意味している．なぜなら，人間が
知識や技能を獲得するプロセスには様々な
形態が考えられるが，「学ぶ (まなぶ)」とい
う言葉と「まねぶ」が同源である事が言われ
ているように，模倣を通じて学習することは，
知識獲得，技能獲得において本質的役割を担
っているためである． 
その一方で，知識を有しない計算機を使用

して，データや情報から知識を発見すること
は非常に難しいという意味で，本研究は非常
にチャレンジングなテーマであるともいえ
る．しかしビジネスの世界においては，現場
の問題などの早期発見・効率化・改善にビジ
ネスフローの可視化が行われているように，
レファレンス記録自体を一種の問題解決の
ための過程と考え，その過程を利用者に提示
することは，「何をしてよいのかわからない」
という利用者自身の現状や自分自身が抱え
ている問題の認識に利用することができる．
そのため，提示された問題解決の過程を利用
者が模倣することで，問題からの脱却の第一



歩につながる可能性があることを考えると，
本研究を実施することは情報技術を活用で
きない利用者を減少させることに大きく貢
献することは間違いない． 
以上のように，これまで行われてきた研究

のトレンドを追わず，敢えて計算機で扱うこ
とが難しいレファレンス記録を用いた知識
抽出とその提示を行おうとする新たな観点
こそが，本研究の斬新でチャレンジ性に富ん
だといえる点である． 
 
４． 研究成果 
 本研究の最も大きな成果は，検索行動補助
機構の構築そのものではなく，その前処理段
階におけるレファレンス記録からの行動抽
出の際に行われる処理である． 
具体的には，レファレンス記録から，いつ，

誰が，何を，どうしたかという人間の検索行
動を抽出する処理があるが，この処理を行う
際に必要となる日本語構文解析器では，特に
一文が長くなる場合に誤解析が生じる場合
があり，うまく人間の検索行動を抽出するこ
とができないという問題が生じていた． 
そこで，我々の研究では，これまでの日本

語構文解析器が，基本的にある二つの形態素
間の共起関係を用いて係り受け関係を統計
的学習の結果を用いて抽出してきたが，複数
の形態素間の共起関係から導かれる階層的
関係を用いて係り受け関係を抽出する手法
を提案することで，特に長文の構文解析時の
誤解析の発生を抑制できるように改善でき
た点は大きな成果であると言える．その結果，
発表した国内外の会議では平成 25 年度情報
処理学会関西支部大会学生奨励賞と IARIA 
ICDS 2014 Best Paper Award を授与され，行っ
てきた研究成果が高く認められたと言える． 
しかしながら，本研究の目的であった検索

行動補助機構の構築までは出来なかった点
は大きな問題であるように考えている．もち
ろん，構築出来なかったのではなく補助機構
の構築までは実施できたが，補助機構により
推薦された検索行動をただ真似るだけでは，
検索初心者が実際に欲しい情報を得ること
ができなかった． 
この問題点の解決は，人間の行動問題の分

析と修正を目的として発達してきた応用行
動分析 (Applied Behavior Analysis: ABA) 分
野では盛んに研究されているという報告が
なされている．ただ，ABA を適用する際に
は人間の行動の汎化が必要であり，その汎化
を目指すとなると，人間の検索行動の知識ベ
ース化が必須となると思われる．そのため，
人間の検索行動の知識ベース化をする際に，
その質的保証をどのように行うのか，また多
くの検索行動から知識ベースを構築する際
の手間をどのように軽減していくのかにつ
いて，今後，考えて行かねばならないと思わ
れる． 
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